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三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社  

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

 

～企業の健康経営を「保険」で支援～ 

東大ＣＯＩとの提携による「健康経営支援型商品」の開発について 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原 典之）ならびに 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（社長：金杉 恭三）は、健康寿命の延伸を支援する取組の

第一弾として、東京大学センター・オブ・イノベーション（ＣＯＩ）自分で守る健康社会拠点（機構長：

池浦 富久、以下「東大ＣＯＩ」）が開発するＡＩによる健康リスク予測モデルを搭載した健康管理 

アプリ※１を活用し、企業の健康経営※２を「保険」で支援します。本取組は、超高齢社会で持続的成長

を目指し、健康経営に取り組む企業を対象に、健康増進に寄与する付加価値型の保険商品を提供する 

ものです。 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループは、今後もＣＳＶ（Creating Shared Value)※３取組を通じて、

「元気で長生き」を支える社会の実現に貢献していきます。 
 

※１：健康管理アプリは、東大ＣＯＩがソフトバンク株式会社と開発を進めています。 

※２：健康経営は、ＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です。 

※３：企業活動を通じて、社会との共通価値を創造することをいいます。 
 

１．背景と目的 

我が国は、既に超高齢社会を迎えており、医療費負担の軽減等のさまざまな社会的課題への対応が迫ら 
れています。健康経営は、従業員の健康維持・増進を通じて、健康寿命の延伸を支援する施策の一つと 
して注目されており、優良な健康経営を実践している企業を顕彰する「健康経営優良法人（ホワイト 
５００等）」認定取得への関心も高まっています。 
一方、健康経営へのアプローチは多岐にわたり、有効な手法を求めている企業は多く存在しています。 
そこで、三井住友海上ならびにあいおいニッセイ同和損保は、従業員の健康増進取組において、健康 
診断の結果データの活用に着目し、ＡＩによる健康リスク予測モデルを搭載した「健康管理アプリ」と 
万が一健康を損ねたことに伴う「休業による所得の減少を補償する保険」を組み合わせた商品を開発・ 

提供し、企業の健康経営を支援します。 

 

２．健康経営支援型商品の内容 

「健康経営優良法人」認定等、健康経営の高度化を支援 
～３つの機能で企業の健康経営を保険とアプリで徹底サポートします～ 

 

「休業による所得の減少を補償する保険」に、「ＡＩによる健康リスク予測モデルを搭載した健康 
管理アプリ」や「コンサルティングサービス」を組み合わせ、企業の健康経営を支援するメニュー 
を一括して提供、「健康経営優良法人」認定の取得等、健康経営の高度化を支援します。 

 
 

 

健康診断結果 
↓ 

将来の生活習慣リスクを予測 
＜「見える化」「自分ごと化」＞ 

  
行動変容を促し、健康取組の持続をサポート 

↓ 

健康を維持・病気を予防 

 

万が一健康を損ねて休業を余儀なくされた場合 
 

 
仕事と治療の両立をサポート 

＜健康リスクの予測値等により保険料を調整＞ 

  
 

 

 

「予防機能」・「補償機能」に加え、健康経営の取組に関するコンサルティングサービスを提供 

現在 未来

AI による健康リスク予測モデルを 

搭載した健康管理アプリ 
休業時の所得補償 

「健康経営よろず相談」 

①予防機能 ②補償機能 

③コンサルティング機能 



（１）特長 

①「ＡＩによる健康リスク予測モデル」は、東大ＣＯＩが開発し、集積された健康関連データを基

に、機械学習を通じたリスク予測モデルから、将来の生活習慣病等の発症リスクを算出します。 
 

②「休業による所得の減少を補償する保険」は、従業員に安心して治療に専念できる環境を提供し、

仕事と治療の両立を支援します。 
 

③「健康経営よろず相談」は、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研によるコンサルティングサービスを

通じて、お客さま企業に合ったさまざまなアプローチによる健康経営取組策を提供し、「健康 

経営優良法人」の認定取得等、健康経営の高度化・深化を支援します。 

 

（２）加入方式 

   企業を契約者とし、その構成員（従業員）を一括して補償対象者とする企業加入型の団体契約 

 

３．今後の取組 

三井住友海上ならびにあいおいニッセイ同和損保は、これまで多くの企業に福利厚生制度充実策として 

職域向け団体保険を提供してきました。今後も、高齢化が進むにつれて出現する新たなリスクを解決 

する保険商品・サービスを開発・提供し、ＣＳＶ取組を推進していきます。 

 

東京大学センター・オブ・イノベーション（ＣＯＩ）自分で守る健康社会拠点について 

東京大学センター・オブ・イノベーションは、文部科学省および国立研究開発法人科学技術振興機構が 

主導する産学連携プログラムです。 

「自分の健康は自分で守る、高齢者も社会を支える、新健康医療産業創出により国民総所得を増大する」

という「自分で守る健康社会」実現のために、自治体※・企業と連携して「健康維持の自分ごと化」を 

推進する社会を目指しています。 
※神奈川県と未病産業の創出および健康・医療イノベーションを推進するための覚書を締結し、未病に関する科学的

エビデンスの確立等に取り組んでいます。 
 

以 上 

 

別 紙：ＡＩによる健康リスク予測モデルを搭載した健康管理アプリの主な機能 

 



別 紙 

 

ＡＩによる健康リスク予測モデルを搭載した健康管理アプリの主な機能 
 

その１ 
健康リスクの予測と「見える化」・「自分ごと化」 

 
その２ 

行動変容アドバイス 

 

入力された健康診断結果から、将来の生活習慣病

リスクを予測し、明示します。 

また、画像化することにより「自分ごと」として

認識させます。 

 

 

  

ＡＩにより、毎日の「健康活動目標（チャレンジ）」

と実践をサポートするアドバイスを提供し、健康

増進に向けた行動変容をサポートします。 
 

 

健康診断結果により、将来の生活習慣病リスク 

を「健康度」として見える化します。 

 

 
リスクが放置された場合の将来予測画像を右側

の「未来」に表示し、自分ごと化します。 

 
 

 

  

３つの「チャレンジ」を日替わりでカスタマイ

ズし、提示します。 

 

 

 

「チャレンジ」の結果や、

その他の日常行動の記録に

基づき、ＡＩが日々の生活

習慣の改善をサポートする

アドバイスを提供します。 

 

□おやつなど間食をしない 

 
 

□ 今日は、9,000 歩あるく 

 

＋喫煙・飲酒・メタボリスク 


